
羅
餌
叢

.
.

庭

園

都

市

に

就

い

て

.
…
・・…

.…
…

・.

支

那

投

費

の

國

際

的

共

同

..一.…

.…
「・.…

住

居

税

と

公

李

員

推

…
…

,・…
.
.

肚

會

政
紙
凧
よ

り

…観

た

ろ

我

國

の

財

政

.

人

糞

尿

の
國

盆

…

…

・レ

…

…

・・-

植

民

地

の
労

働

政

策

…
…
…
…
…
…
…
.…

明

治

の
米

債

調

節

-
h↑…

…

…

…

・-

海

運

と
國

民

経

済

…
…
…
・…
…
・・…

最

近

の
出

産

率

減

少

に

就

い

て

.…
…
…
..

マ
ル
ク
ス
・
唯
物
史
観

諭

生
産
・
意
義
-
・.輩

里

㌻

チ
ー
の
組
合
肚
會

主
義
豫

…
…

…

蒙

博
士

・・注
學
博
士

…
法
學
櫨
士

法
學
博
士

注
學
博
士

注
學
博
士

注
學
博
士

法

學

士

注

學

士

・
文

學

士

田

島

錦

治

戸

田

海

市

耐

戸

正

雄

、

小

川

郷

太

郎

財

.離

静

治

河

,
上

肇

山

本

美

越

乃

河
.、田

嗣

郎

本

庄

榮
治

郎

小

島

昌

太

郎

高

田

保

馬

ー

ヒ匿

r
ぎ

一
乳
r

r㌧
.ト

げ
㌧
'
「
」

'

. 血.=L.一__



明

治

の

米

慣

調

節

本

庄

榮

治

郎

第

一
章

緒

論

■
、
米

の
意
義
。
徳
川
時
代
に
於
て
は
米
は
軍
に
國
民

の
生
活
資
料
と
し
て
重
要
な
り
し
の
み
な
ら
ウ
、
幕
府

及

ひ
諸
藩
の
租
税

の
牧
納
も
亦
之
れ
に
よ
り
、
武
士

の
俸
祿
も
亦
米
を
以
て
支
給
す
る
を
常
態
ε
し
な
る
を
以
て

米
は
食
物

ε
し
て
の
み
な
ら
す
、
財
政
上
に
於
て
も
、
亦
頗
る
重
要
な
る
も
の
菰
り
し
也
。
然
る
に
明
治
時
代
に

入
り
て
は
、
百
事
草
創
依
然
雷

に
操
り
て
、
米
穀
を
以
て
金
園
ご
共
に
納
税
の
物
禮

ご
な
し
な
る
約
初
十
年
を
除

く

の
外
に
、
最
早
米
は
直
接
財
政
上
の
關
係
を
有
せ
さ
る
こ
ご
ご
な
り
、
輩
に
我
国
民
の
主
要
食
料
品

こ
し
て
至

大
な
る
意
義
を
有
す
る
に
留
ま
る
こ
ご
、
な
れ
紅
。
黙
れ
ε
も
国
民
米
食

の
風
習
は
、
徳
川
時
代
に
於
け
る
よ
り

も
明
治
時
代
に
入
り
て

一
層
普
及
し
、
又
明
治
時
代

に
於
て
も
、
時
代

の
纒
過
す
る
ε
共
に
、
愈
甚
し
く
、
殊
に

我
国
民
は
日
本
米
に
饗
し
て
特
殊

の
執
着
力
を
有
し
、
外
米
に
謝
し
て
未
π
十
分
な
る
嗜
好
を
宿
せ
す
、
我
国
民

の
生
活
は
日
本
米
を
除
外
し
て
は
之
れ
を
想
像
す
る
能
は
さ
る
状
況
な
る
を
以
て
、
日
本
米

が
我
國
民

の

】
日
も

快
く
可
ら
さ
る
必
需

の
食
料
品
ε
し
て
、
生
活
資
料

の
根
本
を
な
せ
る
の
黙
は
、
徳
川
蒋
代
に
於
け
る
よ
り
も

一

明
治
の
米
偵
調
節

第
九
巻

第
」
號

一
五
一
}

一
五
一



ド

明
治
の
米
侃
調
節

第
九
巻

(第

一號

一
五
二
　

一
五
二

層

重
大

な

る
も

の
あ

る
こ
ご
を
認

め
さ
る
可

ら
す
。

二
、
長
期

的
米
債

.
思

ふ
に
米

償

の
攣
動

は
人

口

の
増
減

、
生
活

程
度

の
向
上

、
耕
地

の
増

減
、
耕
作
披
術

の
進

歩

に
よ

り
、
更

に
作

柄

の
豊

凶
、
配
給

の
状

態
、
輸

移
出
入
關
係

等
に
軋
り
、
若

く
は
通
貨

の
増
減

、
投
機
師

の

思
惑

、
其
他

一
般

経
済
界

の
歌
呪

等
、種

々
な
る
原

因

に
よ

る
こ
ご
勿
論

な

り
ご
難

、
兎

に
角

、
そ

の
根
本

に
於

て

は
需

要

ε
供

給

ε
の
相

吻
合

せ
さ

る
の
黙

に
坐

す
る

も

の
ε
い
は

さ

る
可

ら
す
。

我
国

の
實
情

に
於

て

は
、
.米
食

●

の
普
及
、
生
活
程
度

の
向
上
、
殊
に
人
口
の
激
増
等
に
よ

る
需
要
の
増
加
は
、
耕
地

の
披
張
、
技
術

の
進
ル
等
に

よ
る
供
給

の
増
牽
に
比
し

て
特
に
著
し
き
も

の
あ
り
。
且

一
般
物
儂
に
影
響
を
及
ぼ
す

へ
き
濫
貨

の
敷
畳
は
、
大

膿
に
於
て
膨
脹

の
勢
を
示
せ
り
。
從
て
長
期
間
に
亘
り
て
米
償

の
愛
動
を
観
察
t
る
ε
き
は
、
米
贋
は
次
第
に
騰

貴

す
る
の
大
勢
に
あ

る
こ
と
は
疑

ふ
冷
得
さ
る
所
こ
す
。
.
.
.
.
.

A
・試
み
に
二
一二
の
撒
字
を
翠
け
ん
に

隼

案

細
ケ
碑
)

篇
擁
　 +

一
年

乃

至

十

五

年　

冨
、E
翌
・六
豊
夫一調

ニ
カ
、
九
四
四
、
乃
O
O

δ
0

カ三
三

十

六

年

乃

二
十

一
年
乃

至

二

十

隼

至

二
十

五
年

=
、穴
δ
、四
六
望

　

昌
・望

四
、三

一・圓

百

一

豆

胃E
、
六
七
四
、
9
三

雪
天
べ

三
八
、
亮

六

=

「「

ご
一力

一
・
]充
0

マ

凹
き

二
+
六
年

乃

至
三

十

年

】て
薯
四
δ
套

・三
一
〇
(

薯

、査

五
δ
套「

言

7
蓋
九

豊 犬 重三
越 美 三十

葦護 。窒蕩
三
十

六
牟

乃

至
四

+

年

二
、(
尖

、一「讐

・
瓢

=
尾

四
六
、
昌く
内
、
一話
五

謹
四

]
夫
0
ゼ

.

四

+

一
年
乃

至
四

+

五
牟

H「£
葦

、兄
一一・弓

=
六

百

、乗

く
汕
望茶

人

】
・ゼ
=

.



考

=

人
口

堅
一7.

貨 通 當人一 口人.
　ロへへ 　
指 流'レ(前 哨 前

。織.。 重
ノ三生
指封産

人 頽紬結滞　
M(一a前

費 礪
出入 地

無 緯 超叢
鍛 商 敵ス額 額 額 日 額超過額

　

え

、究

(
、茜

七　

の

↓=
㌣

二塁ガ

ニ
(
、四七
カ
、
茜
二人

聖
哲
発
言=
δ
盆

石O
・莞

(

?
莞

二
究　

昌〇
三
、莞
胃「、E
空一

〇
〇

…

、〈
ご
「、
大死

9

三

聖

八冒頭

三
一
、兇

一て
(
一δ

胃石
£
へ
二
、突

「

0
・(
老

?

(
一面穴

茉
四
、果

一
、
二査合

式

、昊

二
a
四
[

回

二く
三
δ
砦

　「(
下
一一莞
《

四
四

四
〇
、
日天
(
、
二六
{

0
・
霊
圏

0
先

署尭

一発

、八
四
四
、
壱

別湘(

莞

、冒δ
二
君
三

児

O
、六
三

三ヵ
、七
生

、五
五
二

姻二
、]三
な
五
二層

?

窒
O

O
ゐ
四
二

一2

】三
聖

へ
6

、へ
四
八

=
ゼ

四
一
、七
〇
一
、　=
乱

一、雪天
四
、望

六

四
　
δ
金

鎖
畳

四
四
、葺

脅
二
薯

O
・
沁=三

〇
ん
歪

一
〇
三

三

四
、長

「
四望三

四

四
鳥
へ
六
一一二
葺

四
、四
昊

、
夷
六

四
(
、
奥

、
重

四
百

く
二
空
音

ロ

0
ゐ
葛

〒
O晃=

〇

四一石
δ
八
二
べ

三
一一晃

吾

、三
彗
「
〈
へ六

「「、「巧
【「、一「空

垂

、六
美

」
碧

吾

、豊

O
孟
0
0

0
ん
突

〒
O毫δ

四

E
套
【、四
糞

δ
(
凹

〕「芙

一
、
人
口
に
二
十
壬
午
迄
に
本
籍
人
口
、
そ
の
後
に
各
年
末

乙
種
現
住
人
14
な
採
る
。

二
、
通
筋

讐

飯
島
量

の
示
さ
れ
た
る
所

画

民
舞

雑
誌
二
士

巻
三
號
)
塞

・、
し
、
生
産
露

關
係
の
敏
字
.、
野
饗

し
め
ん
ガ

.

た
め
に
十

一
年
以
後
の
も

の
に
つ
き
そ
の
.平
均
巌
及
ひ
指
数
祉
算
出

ぜ
り
。

三
、
.其
他
の
数
字

に
つ
い
て
11
農
務

藥
纂
第
五
十
【昌
、
「米

に
聞
す
る
調
査

、
日
本
之
部
」
一
頁

、
二
人
頁
、
五
六
頁
、

】
四

】
頁
等
及
ひ
東

洋
纒
濟
新
報
年
鑑
第
二
回

}
八
O
頁
、

　
八
二
頁
等
に
よ
る
。
但
、
反
別
攻
石
高
の
指
敵
及

ひ
人
ロ

一
入
當
需
給
額

、
同
櫓
籔
等
ば
改
め

て
計
算
し
た
り
。

以

上

の

敷

字

に
由

り

て

之

れ

を

観

る

に

、

反

別

、

牧

穫

高

、

浦

費

高

等

何

れ

も

増

進

し

つ

＼
あ

り

ε

難

、

(
イ

)

反

別

の

増

加

に

比

し

て

牧

穫

高

の
増

加

特

に

著

し

き

こ

ε

は

耕

作

技

術

の
溝

歩

を

示

す

も

の

こ

い

ふ

べ
く

、

(
ロ
)

↓
方

に

か

ぐ

の
如

き

牧

穫

の

増

加

あ

り

崖

錐

、

他

方

に

は

人

口

の
激

増

と
溝

費

の

増

進

あ

り

、

か

く

て

人

口

一
人

當
内
地
米
前
年
生
産
額
に
封
ず
る
同
消
費
額

の
指
数
は
次
第
に
歪

な
与
、
内
地
米
に
劃
す
.る
需
給

の
不
均
衡
を

明
治

の
米
慣
調
節

第
九
巻

(第

一
號

「
五
三
)

一
五
三

「

,

`

㌻.

「



、

F

明
治
の
来
債
調
節

強
〃だ
巻

(第

「
號

一
五
四
》

一
五
四

示

せ

る
の
み
な
ら
す

、
(
ハ
と
.
般
物
償

に
劃

し
て
影

響

を
及

ぼ
す

へ
き
通
貨

は
大
禮

に
於

て
膨

脹

の
傾
向

を
有
せ

b
。

さ
れ

は
此

等
諸
種

の
關
係

よ
り
米
償

が
次
第

に
騰
貴

せ
ん

ε
す
る
大
勢

を
存

す
る
こ

と
は
自
ら
明

か
也
。

今

明
治
年
間

の
季

均
米
債

を
翠
く

れ
は
左

の
如

し
。

年

次

一

五

六
-

一
〇

一

一
一

一
五

一
六
.
1
二
〇

一
=

1

二
五

一
=
バ
ー

一二
〇

三

一
-

三
五

三

六
一
四

〇

四

一
-
四

五

備

考

一
、

一
■
一
、

第

一

種

　

　

五

ケ
年
平
均

十

ケ
孚
飛†
均

　麩

穿

羅

・

・.・・

.

薬

食

巽

}
.

重

美
二
〇

第

二

モ
　

五
皐

礪繋　
　緊

蘂璽
}

ヨ

・
(
四

種
ワ

+

ク
隼

平
均

　
、由↑

習三

七
・
三
八

ゼ
・
髭

三
二
三

右
の
米
債
ば
東
京
深
川

正
米
相
場
.ト
ヱ
ろ
。

二
・
第

一
種
平
均
ε
は
其
年

】
月
よ
り

+
二
月
迄
・
第

二
種
準
均

ε
は
前
年
九
月
よ
り
當
年
八
月
迄
の
米
側

ん
平
均

ぜ
し
も
の
な
り
。
即

ち

第

二
櫨

平
均
に
大
凡
米
の
貰
取
期

よ
叫
端
境
期
に
至

る
間

か
芋
均
し

た
う
も
の
な
り
。
値
し
明
治

元
年
の
第
二
種
平
均

に
用
み
た
.る
籔

ば

同
年

一
月
よ
り
八
月
迄
の
入
ヶ
月
間
巴
す
。

三
、
木
表
は
山
崎
繁
次
郎
編

、
「
米
昇
資
料
」
=
二
一
頁
以
下
に
擦

ろ
。

'

短
期
的
米
債
。
以
上

の
如
く
長
時
期

に
亘
り
て
考
ふ
る
ε
き
は
明
治
年
間

の
米
領
は
漸
騰
の
勢
を
示
せ
り

「

●



」

き

ε
錐
之
れ
を
短
時
期

に
就
て
考
ふ
れ
は
、或
は
騰
貴
し
或
は
下
落
し
、月

々
に
攣
動
レ
て
、
そ

の
償
格

の
高
低
必
.す

し
も

」
方

の
み
に
漸
進
す
る
.吃

の
に
は
あ
ら
す
。
由
来
米
は

一
定

の
季
節
に
牧
穫
せ
ら
る
、
關
係
よ
b
、
正
米
贋
.

格
憂

動
の
如
き
も
高
惇

ぞ

饗

期

(灘

)
に
於
て
蜜

は
れ
、
安
値
は
新
整

廻
の
塁

又
は
農
餐

放

の
時
季
〔肚
羅

正
)
に
あ
ら
は
る
あ

傾
向
を
有
し
、
年
・
奮

約
に
循
難

動
を
な
す
を
常
型
ε
す
る
か
如
し
ご

錐

、
こ
れ
も

ε
よ
り
た

ゴ
そ

の
大
勢
を

い
ふ
の
み
に

し
て
、其
他

の
月

に
於

て
も
種

々

の
理
由

に
よ

り
安

値

高
値

を

あ

ら
は
す

こ
ε
あ
り

て
、
一
概

に
之

を
論
ず

る
を
得

さ
る
也
。
今
、
明
治

元
年

乃
至
四
十
五
年

の
深
川
正
米
相
場

(第

oo

二
種
)

に
つ
き
、
者
年

の
米
便
が
何
月
に
於
て
最
高
最
低
を
示
せ
し
か
を
験
す
る
ご
.き
は
左

の
如

し
。

ハ

註

A

二 一 † 十 十 九 月

月 月 月 月 月 月 次

最
高
聖
不'ぜ

し

場
_目 串_二 三 合

最
低
々
示
ぜ
し
場
合

九三二六=
一

八 七 六 五 四 三 月

月 月 月 月 月 月 次

最
高
な
示
ぜ
る
場
合】10一二六哀

最
低
な
示
ぜ
ろ
場
合島風四話昌=

合
第
二
種
米
側
に
つ
春
高
低
値
幅

の
最
も
大
な
q
し
も
の
数
切

な
學

け
、
そ
の
毎
月
苧
挽
米
個

奄
示

さ
に
左
の
如
し
。

認

　

+
月
、斉

青

講

元

華

麗

-

一

-

-

・
脚

明
治

の
米
領
.調
節

、

二
月劃

三
月

四
月

五
月

育

七
月
.
分

離

鞭

鋤
一

脚

㎜

枷

㎜
』

皿

姻

四

第
九
巻

〔第
一
號

一
五
五
)

「
五
五

、

〔1)米 界資 料=35頁 以下 ヨ リ算 出 ス

一



」

F

明
治

の
米
価
調
節

+
二
年
度

三
+

一
年
度

三
+
二
年
度

四
+
四
年
度

四

+
五
年
度
・

20.01
円

14.3615.3312.814.20

IB.3615.5313.窪513,866.70

16.6215.18工2.1313.936.30

16.6315.06 9.8113.767.40

18.0115.ユ9 9.3613=817.40

19.2915..生3 9.9514.巫77.15

19.9916.099.9515.247.20

20.1416.87 9.7816.807.35

20.6516.96

21.7217.57

2$.2618.71

9.5916.767.40埴}

も.1116.477.6。 第

號

9.4616.508.20-
7

168 1312⑪9136珀1

以
上
六
ケ
年
度
の
米
櫃
に
つ
い
て
見
る
も
・入
月
一ト
米
偵
の
高
春
も
の
四
、九
月
に
米
慣
の
低
き
し
の
三
々
示
し
・
前
に
示
也
る
虜
ε
大
膿
に

於
て
そ
の
騰
落
の
時
期
ん
回
し
く
す
、
以
て
米
偵
ミ
収
穫
ピ
の
關
係
の
掛
接
な
る
為
見
る
可
し
。
而
し
で
以
上
六
例
に
つ
春
永
偵
高
低
の
割

合
(最
低
便
々
「
Q
O
ご
し
て
最
高
便
々
計
算
す
}
な
見
う
に
最
も
小
な
る
も
の
に
て
」
一割
「
分
強
、
そ
の
最
も
大
ぼ
ろ
も
の
に
至
り
て
は
實

に
十
一
割
三
分
〔元
年
は
「
月
乃
至
八
月
の
計
算
な
う
な
以
て
暫
く
之
恐
除
外
す
る
こ
き
ば
、
十
二
年
度
の
†
割
九
分
〕の
騰
貴
々
な
ぜ
リ
。

以
上
の
鍛
字
11
来
界
資
.料

=
二
二
頁
以
下
及
ひ
=
二
五
頁
以
下
に
擦
ろ
。

思

ふ
に
徳

川
時
代

に
比
す
れ
ば
明
治

時
代

に
於

て

は
農

業
技
術

は
大

に
進
歩

し
、
耕
耘

の
方

法
「
灌
漑
排
水

の
設

備

、
農

具
、
肥
料
其
他

の
諸
黙

亦
大
に
政
善

せ
ら
れ

、
以
て
自

然

に
対
抗

し

て
幾

分
そ

の
作

用
を
緩
和

す

る
こ
ざ
を

得

る
に
至
り
、
又
交
通
機
關

に

つ
い
て
も

、
曩
日

の
如
き
不
備

不
便
は
除

か
れ

、
藩

外
輸

出

入
制

限

の
如

き

こ
ε

行

は
れ

す
、
地

方
的

配
給
は
迅
速

に
適

當

に
行

は
る

Σ
に
至
り

、
且
そ
か
鎖
国
自
足

の
時

代
を
脱

し
て
海

外
貿
易

に
よ
b

て
内

地
米

の
輸

出
、
外
米

の
輸

入

を
も
行

ふ

を
得

る
に
至

り
し
ご
難

、
而

も
術
米
穀

の
生
産

が
気

温
風
雨

の
如

き
目
然
的

状
況

に
よ
り

て
左

右
せ
ら

る
、
こ

ご
多
く
、
如
何

に
技
術

の
進

歩
を
見

る
ε
誰
、

こ

の
自
然
的

關

、



係
を
全
然
征
服
す
る
能
は
す
、
叉
鋤
外
開
係
に
基
く
配
給

の
調
節
も
馬
日
本
米
に
封
ず
る
執
着
力
ご
外
国
に
お
け

る

防
穀
令
若
く
は
禁
輸
令

の
影
響

ε
に
よ
り
て
未
投
自
由
自
在

に
米
穀
の
需
給
を
適
慮
せ
し
む
る
か
如
き
敷
果
を
認

む
る
こ
ご
を
得

さ
る
か
如
し
。、
更
に
叉
生
産
者
乃
至
供
給
者

の
態
度
、
即
ち
有
利
の
時
期
ま
て
米
穀

を
保
藏
し
て

之
を
費
出

さ
す
、
以
て
米
債
を
盆
奔
騰
せ
し
む
る
か
如
き
、
或
は
前
途

の
米
憤
を
見
越
し
て

一
時
に
萱
放

ち
て
米

償

の
頽
勢
を
激
甚
な
5
し
む
る
か
如
き
、
其
他
人
爲
的
手
段
に
よ
る
米
傾

の
吊
上
け
引
落
し

の
現
象
は
依
然
と
し

で
存
在

し
、
叉
他
方
に
於
て
米
穀

の
需
要
上
の
屈
伸
弾
力
性
は
必
ず
し
も
互
大
な
ら
す
、
通
貨

の
膨
脹
牧
縮
、其
他

肚
會
纏
濟
上
撞
々
の
事
情
錯
綜
レ
て
米
儂
の
短
期
的
受
動
を
醸
成

せ
る
こ
と
は
絮
説
を
要
せ
さ
る
肪
な
る
へ
し
。

.

四
、
明
治
米
贋
調
節

の
始
期
、
以
上
違

ふ
る
か
如
く
米
穀
は
我
国
民

の
生
活
資
料
ご
し
て
極
め
て
重
大
な
る
意

義
を
有
す
る
も

の
な
る
か
故
に
、
そ
の
贋
格
が
常
に
動
揺
し
、
殊

に
短
期
間

に
著
し
き
攣
動
を
な
す
ご
ε
は
、
膏

に
国
民
日
常
の
生
活
を
不
安

な
ら
し
む
る
の
み
な
ら
争
、
ひ
い
て
は
四
民
購
買
力

の
消
長
、
産
業
の
隆
替
よ
り
、

納
税
關
係
井
に
犯
罪
關
係
等
に
至

る
ま
て
、肚
會
、
政
治
、
輕
濟
上

の
各
方
面
に
謝
し
て
影
響
を
及
ぼ
し
、
国
民
肚

會
生
活

の
基
礎
を
脅
す
ご
ε
測
り
知
る
可
ら
さ
る
も
の
あ
り
。
故
に
そ
の
騰
落

に
し
て
著
大
な
る
場
合
に
於

て
は

爲
政
者

は
往
々
に
し
て
人
爲
の
手
段
を
以
て
米
儂
を
左
右
し
以
て
之
れ
か
悪
影
響
を
緩
和
せ
ん
ご
力
む
る
こ
ε
あ

り
、
.暴
れ
即

ち
米
債
の
調
節
に
し
て
、
明
浩
年
間
に
於
て
も
そ
の
事
例

に
乏
か
ら
さ
る
所
ε
す
。
.撚
れ

ビ
も
既

に

述

へ
起
る
如
く
米
の
意
義
が
明
治

に
霊
け

る
ご
徳
川
時
代
に
お
け

る
ε
は
大
に
相
違
す
る
所
あ
る
を
以
て
、
米
償

明
治
の
米
側
調
節

、

第
九
巻

(第
「
號

一
五
七
)

】
五
七

,

「



.」

「

2

明
治
の
米
贋
調
節

第
九
巻

(粥
一
號

「
五
入
)

「五
入

の
調
節

に
就

て

も
亦

そ

の
意
義

を
異
に

す
る
所

あ

る
を
認

め
さ
る
可
ら
す
。

ロ

然
ら
は
明
治
時
代
に
於
て
は
何
時

の
頃
よ
り
ζ
の
調
節
策
を
行

ひ
し
ゃ
、
「
明
治
政
府

の
米
償
調
節
策

」
に
は
「
明

治
の
初
年
政
府
は
塒
に
米
穀
を
内
地
に
於
て
羅
耀
し
、
又
は
外
國
に
輸
出
せ
し
こ
と
あ
り
し
も
、
こ
は
専
室
米
領

の
干
準
を
期
し
て
之
を
行
ひ
し
に
あ
ら
室
、
米
儂
の
平
準
を
目
的

直
し
て
政
策
を
施

せ
し
は
明
治
⊥
ハ
年

以

降

ざ

す
』
謀

へ
り
。
明
治
り
初
め
に
於
て
留

程

の
米
黎

聾

ひ
存
し
だ
・
を
以
三

碧

雛

謎
)
糞

農

買
は
唯
水
金
交
換
の
必
要
よ
り
出
て
だ
る
も

の
な
り
や
、
叉
は
米
贋
常
雫
の
趣
旨
よ
り

出
て
た
る
や
は

大
に

研

ギ

究

を
要
す
る
所
な
り
ε
難
、
果
し
て
明
治
⊥
ハ
年
以
前
に
米
償
調
節
策
と
組
す

へ
き
も
の

一
も
な
か
り
し
や
否
や
は

疑
問
な
り
。
然

る
に

「
米
贋
常
雫
制
度
の
梗
概
」
に
は

『
明
治

の
初
め
則
ち
⊥
ハ
ヒ
年

の
頃
迄
に
も
需
給
調
一節
償
格

季
準
の
意
味
に
於
て
米
穀

の
萱
買
を
爲
し
た
を

ε

一
再
に
止
ま
ら
す
」
.
(葎
)
蕊

ひ
、
叉

「
常
季

の
目
的
を
以

て
米
穀

の
費
買
を
な
し
た
る
事
蹟
は
明
治
八
年
貯
蓄
米
俵
例
獲
布
前
後
の
も

の
は
略
擦
る
へ
き
資
料
を
有

す
る
も

其
以
前
に
於

て
は
前
掲

の
如
く
政
府

か
財
政
上
の
必
要
よ
り
出
て
な
る
費
買
ε
混
同
し
て
其
何
れ
か
常
季

の
目
的

を
有
し
な
る
か
判
然
之
を
認
む
る
に
足
る

へ
き
資
料
を
宿
せ
す
ご
難
「
梢
此
目
的
を
帯
ひ
な

る
も

の
ε
認
め
得

へ

き
費
買
を
暴
く
れ
は

.

一
明
治
元
年
九
月
車
駕
初
め
て
東
行
の
事
あ
る
や
、
戦
後
疲
弊

の
市
民
を
賑
位
せ
ん
こ
の
主
旨
を
以
て
熊
本
、
佐

(賀
、
幅
岡
、
柳
川
、
久
留
米
、
ヰ
津

の
⊥ハ
藩
に
合

し
米
穀
を
買
収
せ
し
め
て
之
を
東
京
に
回
漕
し
費
卸
し
な
.る
も

2}

3)

ノ

杢麟鑑i麟騙擁護 鷲 鵯囎轡簿懸1翻李麟 覇 響嶺、
(12-81頁).た 説 けり、帝国農會 報五巻十一號 にに この 「明治政府の米偵 調節策 、
附常干局」な鰯載ぜ り
大 正四季 五月、丹勿税務監 督局 事務 官調査、'



の
二
萬
三
千
六

百
三
十

九
石
餓

な
り
。

エニ
同

二
年
夏
亦
之

ご
同

【
の
趣

旨

に
依
り
酒

田
民
政
裁

判
所

に
令

し

て

一
萬

四
千
飴

石
を
買
牧

せ
し
め
其
内
五
十

飴

石
を
松
前
地
方

に
賑
恤

ご
し
て
貸
付

し
、
五
千
百
五

十

一
石
飴

を
東
京

に
阿
漕

し

て
用
度

に
給
付

し
、
其
他

は

囚
人

の
食
料

に
充

て
な

る
も

の
あ

り
、
.又
回
漕

の
航
海

中
淀
渡

の
難

に
遭

ひ
起

る
も

の
あ
り
。

ラ一二
明
治
⊥
ハ
年

の
事
例

:
:
:
・…
}
【酪
・)

四

明
治
七
年

の
事
例

…
・…
…
・…
・
(略
)
・:
…

…
.
:
』
(入
一
九
頁
)

(

＼

ご

い
.へ
る
が

こ
は
「
米
穀
経
理

記
事
」
第

二
巻

第
四
「
内

地
耀
牧
之
概

況
」
に
諭
せ

る
所

に
櫨
れ

る
も

の
な
り
。
右

に

示

せ

る
明
治

元
年
及

ひ
二
年

の
事
例

は
、
多
少

賑
憾
救

済
策

的
色
彩

を
帯

び
、未

な
之
れ

を
以

て
米
債

調
節
策

ε
な

・す
を
得

さ

る
か
如

き
威

な
き
に
あ
ら

さ
る
か
如
し

ご
難

、
而
も
細
民

に
封
ず

る
無
償

恩
恵
的

の
施
米

の
み
に
あ

ら

さ

る
か
如

く
、
叉
明
治
元
年

に
は
右

の
外
、
既

に
米

の
輸

出
を

禁
し
却

て
輸

入

を
見

な

る
こ
ε
あ
り
、
東
武
地
方

へ
、米
穀

を
回
逞

し
至
當

の
時
債

を
以

て
販
費

せ
し
め

起

る
こ
ε
あ

り
、
大
阪

不
正
米
商

に
謝

す

る
戒

告

、
酒
造
制

限
等
諸
種
の
方
法
行
は
嚢

る
を
以
て
見
れ
ば

(機
織

鷺

所
)
有
の
米
僧
常
李
制
度
の
梗
概
に
引
用
芸

事
例
の

當

否
如

何

に
拘

ら
す
、
既

に
明
治
元
年
よ
b
米
贋

調
節

に
關
す

る
政

策
は
行

は
れ
な

る
も

の
ε
見

さ
る
可

ら
室
。

五
、
時

代
別
。
「
明
治
政

府

の
米

便
調
節
策
」
に
は
明
治

⊥
ハ
年

以
降
米

償

の
調
節

に

つ
き
時
期

に
分

つ
こ
ε
次

の

如

し
二

⊥

責

V

第

一
期

、
明
治
六
年

の
低
落
に
封
ず

る
引
上
策

、

明
治
の
米
領
調
節

噛

.

第
九
巻

(第

}
號

一
五
九
)

「五
九

(4)明 治十一隼 六月、大繭纈少書記官飯 田巽編 、窺本全 三冊 、

国



明
治
の
米
領
調
節
.

.

第
九
巻

(第
「
號

一
六
〇
〕

一
⊥ハ
○

第
二
期
、
明
治
七
年
に
於
け
る
騰
貴
及
在
米
缺
乏

に
封
ず
る
引
下
及
ひ
供
給
策

第
三
期
。
.明
治
八
九
年
に
於
け

る
低
落
防
禦
.策

,

第
四
期
コ
明
治
十
年

に
お
け
る
低
落
防
禦
策

第
五
期
。
明
治
十

一
.年
に
お
け
る
騰
貴
防
禦
策

.

第
六
期
。
常
卒
局
設
置
時
代

第
七
期
。
常
卒
局
塵
止
役
に
お
け
る
政
策

こ
の
時
代
別
は
第

一
期
よ
レ
第
五
期
に
至

る
ま
て
大
抵
毎

一
年
を
以
て

一.期

こ
し
煩
に
失
す
る
の
弊
あ
り
。
吾
人

は
時
代
別
を
設
く
る
趣
旨

に
鑑

み
て
今
少
し
く
簡

明
な
る
匠
別
を
な
し
得

へ
き
何
等
か
の
標
準
を
求
め
さ
る
可
ら

す
ご
信
争
。
思
ふ
に
明
治

の
初

め
に
於
て
租
税
未
納
制
度

の
存
在
し
、
從
て
米
贋
問
題
は
同
時

に
財
政
問
題
た
り

し
黙
よ
り
見
て
、
九
年
三
見
米
穀
出
納
塵
止

に
至
る
ま
て
前
期

&
し
、
そ
れ
以
後
を
後
期
ご
す
る
も

「
案
に
外
な

ら
す
ご
雌
、
.こ
は
寧

ろ
米
穀
の
政
治
経
済
上

の
意
義
よ
り
な
せ
る
匠
別
に
し
て
米
慣
の
調
節
を
標
準
ε
せ
る
も
の

に
は
あ
ら
さ
る
に
似
な
り
。
故

に
吾
人
は
米
債
調
節

の
な
め
に
企
圖
せ
ら
れ
だ
る
根
本
的
制
度
方
策
を
基
こ
し
て

次
の
如
く
別
た
ん
ご
欲
す
。

第

一
期
、
草
創
時
代

.

第
二
期
、
貯
蓄
米
制
度
時
.代

・
第
三
期
、
精
華
局
時
代

,

」



第
四
期
、
外
米
時
代

第

「
期

は
明
治
初
年
よ
り
入
年
初
に
至
る
ま
て
に
し
て
国
事
荷
草
創

の
時
期

に
厨
し
、
米
贋

の
調
節
.の
赴
め
、
政

策
を
施

す
所
あ
り
し
も
、
而
も
輸
出
入
閾
係

を
外
に
し
て
は
、
必
ず
し
も
幕
末
時
代
に
比
し
て
大
差
な
く
、
米
償

調
節

の
ね
め
に
特
別
な
る
制
度
を
立
つ
る
に
至
ら
ざ
り
し
時
代
な
り
。

第
二
期
は
八
年
八
月
財
蓄
米
條
例
を
獲
し
れ
る
時
よ
り
十

「
年
七
月
常
孕
局

の
開
設

せ
ら
る
、
に
至
る
ま
て
の
時

代
に
し
て
、
前
期
よ
b

}
歩
を
進
め
て
貯
穀

に
よ
り
不
慮

の
凶
漱
に
備

へ
馬
以
て
常
雫

の
目
的
を
達
せ
ん
遣
せ
る

時
代
な
b
ρ

、第
三
期

は
更
に
積
極
的
に
米
償
を
孕
準
な
ら
し
め
ん
な
め
に
常
雫
局
を
設
置
せ
み
時
代
に
し
て
十

一
年
七
月
同
局

開
設
よ
り
十
五
年
十

一
月

の
廃
止
に
至
る
。

第
四
期
一は
常
巫
「
局
屡
止
以
後
を
措
す
も

の
に
し
て
こ
の
期
間
に
於
て
は
時
々
外
米

の
代
用
、
輸
…入
税

の
制
限
、
外

米
輸
入
等
圭

こ
し
て
外
米

こ
の
關
係
に
よ
り
て
内
地
米
償
を
左
右
せ
ん
ε
せ
し
時
代
な
b
。

今
之
れ
を
前
掲
「
明
治
政
府
の
米
贋
調
節
」
の
時
代
別
ご
比
較
す
れ
は
そ
の
第

一
期
第

二
期

は
余

の
所
謂
草
創
時
代

に
、
第
三
期
第
四
期
は
所
謂
貯
蓄
米
制
度
時
代
に
、
第
五
期
第
六
期
は
常
季
局
時
代
に
、
第
七
期
は
所
謂
外
米
時

代
に
略
ぽ
該
當
す
る
も

の
&
見
て
差
支
な
し
。

以
下
者
時
代
に
つ
き
て
.
そ
の
意
義
米
償

の
高
低
、
調
節

の
方
注
及

ひ
敷
果
等
を
分
脱

し
、
最
後
に
総
括
的
概

観
を
述

へ
ん
こ
す
、
乞
ふ
章
を
改
め
て
之
を
説

か
ん
。
(第

一
章
完

)

明
治
の
米
侃
調
節

「

第
九
巻

(第
一
號

一
六
一
)

一
六
「

'


